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５
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立

1
5

0
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年
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迎
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ま
し
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当
日

の
校

内
で

の
式

典
に

加
え

、
６

月
1

7
日

の
ふ

れ
あ

い
プ

ラ
ザ

さ
か

え
の

文
化

ホ
ー

ル
で

実
施

さ
れ

た
式

典
に

は
、

来
賓

や
地

域
の

方
々

が
招

か
れ

、
さ

ま
ざ

ま
な

催
し

が
行

わ
れ

ま
し

た
。
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▲県ポータルサイト ▲さかえ情報メール

令和５年７月 １ 日

　近年の大型台風や地震などによる自然災害の発生は、残念ですが人の力で全て
を防ぐことはできません。しかし、災害に備えた準備を整えた「予防」を意識す
ることで、被害を最小限に止める「減災」は可能です。

問合せ　くらし安全課災害対策室　 33-7710

台風シーズン到来　災害への備えを万全に！台風シーズン到来　災害への備えを万全に！

◯
さ
か
え
情
報
メ
ー
ル

　

町
の
災
害
情
報
や
消

防
情
報
な
ど
を
い
ち
早

く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
千
葉
県
防
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

　

台
風
な
ど
に
よ
る
、

県
内
の
避
難
指
示
・
避

難
所
情
報
や
気
象
情
報

な
ど
が
分
か
り
ま
す
。

○
川
の
防
災
情
報　

(

国
土
交
通
省)

　

大
雨
に
よ
る
利
根
川

な
ど
川
の
増
水
の
状
況

が
分
か
り
ま
す
。

◯
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
防
災
ア
プ
リ

　

ニ
ュ
ー
ス
の
情
報
だ

け
で
は
な
く
、
天
気
予

報
や
災
害
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
な
い
た

め
に
は
、
正
確
で
的
確
な
情
報
の
把
握

が
必
要
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
情
報
以
外
に
も
、

さ
か
え
情
報
メ
ー
ル
を
は
じ
め
と
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
取
得
方
法
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
自
分
や
ご
家
族
で
選
択

し
て
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

正
確
な
情
報
取
集

正
確
な
情
報
取
集

▲川の防災情報▲ NHK 防災アプリ

町
か
ら
の
「
避
難
情
報
」
を

町
か
ら
の
「
避
難
情
報
」
をキ

ャ
ッ
チ
す
る
た
め
に

キ
ャ
ッ
チ
す
る
た
め
に

　

現
在
は
、
S
N
S
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
情
報
が
提
供
さ

れ
ま
す
が
、
町
の
災
害
や
消
防
情
報
な
ど
を
い
ち
早
く
お
知
ら
せ

す
る
、
さ
か
え
情
報
メ
ー
ル
に
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

　

家
族
を
残
し
て
外
出
し
た
場
合
や
、
遠
方
に
お
住
ま
い
の
方
で

も
町
の
状
況
が
把
握
で
き
ま
す
。

　

さ
か
え
情
報
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
に
は
、
利
用
者
登
録
（
無
料
）

が
事
前
に
必
要
で
す
。

　

大
雨
や
台
風
な
ど
に
よ
る
避
難
に
関
す
る
情
報
は
、
町
の
防
災

行
政
無
線
や
さ
か
え
情
報
メ
ー
ル
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
皆

さ
ん
へ
提
供
し
て
い
ま
す
。

さ
か
え
情
報
メ
ー
ル
に
登
録
を

①
携
帯
電
話
な
ど
か
ら
右
記
ア
ド
レ
ス
を
入
力
、
ま
た
は
Q
R

　

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※
携
帯
電
話
で
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ド
メ
イ

ン
名
「
＠sg-m

.jp

」
ま
た
は
「sakae@

sg-m
.jp

」
か
ら
の

メ
ー
ル
を
受
け
取
れ
る
よ
う
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

②
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
と
、
登
録
に
関
す
る
メ
ー
ル
が
返
信
さ
れ

ま
す
の
で
、
そ
の
メ
ー
ル
に
し
た
が
い
操
作
し
て
く
だ
さ
い
。

③
登
録
が
完
了
す
る
と
、
完
了
メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
登
録
完
了
で
す
。

登
録
用
ア
ド
レ
ス

　
　t-sa

ka
e

@
sg

-m
.jp

▲さかえ
情報メール
QR コード

登
録
方
法

　

防
災
行
政
無
線
が
聞
き
取
り

に
く
い
場
合
や
聞
き
逃
し
た
場

合
に
は
電
話
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
）
で
確
認
で
き
る
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。


０
１
２
０-

０
３
０-

３
０
７

ご
利
用
可
能
時
間　

　

防
災
行
政
無
線
放
送
終
了
後

か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

（
24
時
間
以
内
）

防
災
行
政
無
線
を
も
う

防
災
行
政
無
線
を
も
う

    

一
度
確
認
し
た
い
場
合

一
度
確
認
し
た
い
場
合



3 広報さかえ

　災害時は固定電話や携帯電話で連絡が取れないことが予測されます。自分の安否を家族や知
人に知らせるために、災害時には「災害用伝言ダイヤル」「災害用伝言版」が開設されますので、
このサービスを連絡・安否確認として活用しましょう。

　避難情報は５段階で発令されます。町からの避難所開設情報と合わせ、警戒レベル３【高齢
者避難】、警戒レベル４【避難指示】が発令されたら躊躇なく避難しましょう。
　また、避難所に避難することだけが避難ではありません。ご自宅や近隣の頑丈な建物の２階
以上、安全な地区の親戚や友人宅に避難することも普段から検討しておきましょう。

速やかな避難を心がけましょう速やかな避難を心がけましょう

◯揺れが収まるまで身の安全を守りましょう
◯揺れが収まったら、火元を確認するととも

に、家族の安全を確認しましょう
◯隣近所に声掛けをするとともに、出火防止

を心がけましょう
◯ラジオなどで正しい情報を収集しましょう
◯隣近所と協力して消火活動、救出活動を行

いましょう
◯自宅が居住可能であれば、在宅避難をしま

しょう
◯自宅の居住が困難な場合、非常時持出品を

準備し、避難所に行きましょう

◯ラジオやテレビなどで気象情報を確認しま
しょう

◯町や関係機関の広報を確認しましょう
◯早く帰宅し、家族と連絡を取り、非常時に

備えましょう
◯非常時持出品を準備しましょう
◯浸水などの危険が予想される場合は、危険

な箇所を避けましょう。
◯屋外での移動の安全が確認できれば、安全

な場所に避難しましょう
◯外への移動が困難な場合、高層階など高い

ところに避難しましょう

避
難
の
心
得

避
難
の
心
得

災害用伝言ダイヤル災害用伝言ダイヤル171171
災害用伝言ダイヤル（171）は、災害の発生により、被災者
の安否確認、お見舞い、問合せなどの通信が増加し、電話が
繋がりにくい状況になった場合に NTT により提供されます。

録音方法録音方法 再生方法再生方法

１１ 暗証番号を
利用する録音は ３３ ２２

９９

４４暗証番号を
利用する再生は

１１ １１

録音録音 （30 秒以内でお話しください） 再生再生
伝言を追加して
録音するときは ３３

被災地の方はご自宅の電話番号を、被災地以外の方は被災地の方の電話番号を市外局番からダイヤル
０ － －

７７ １１１１ にダイヤルにダイヤル ガイダンスが流れますガイダンスが流れます

ガイダンスが流れますガイダンスが流れます ガイダンスが流れますガイダンスが流れます

ガイダンスが流れますガイダンスが流れます

ガイダンスが流れますガイダンスが流れます ガイダンスが流れますガイダンスが流れます

ガイダンスが流れますガイダンスが流れます

ガイダンスが流れますガイダンスが流れますガイダンスが流れますガイダンスが流れます

風水害の場合風水害の場合地震の場合地震の場合



4令和５年７月 １ 日

　

災
害
時
に
最
も
頼
り
に
な
る

の
は
「
地
域
の
力
」
で
す
。

　

各
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
、

地
元
の
消
防
団
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、

災
害
に
備
え
て
、
日
頃
か
ら
避

難
所
運
営
訓
練
や
初
期
消
火
訓

練
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

更
に
災
害
時
に
は
避
難
誘
導

な
ど
の
防
災
活
動
も
可
能
な
範

囲
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

災
害
時
に
は
落
ち
着
い
た
避

難
行
動
や
応
急
活
動
が
大
切
で

す
。
日
頃
か
ら
、
町
や
自
主
防

災
組
織
な
ど
が
開
催
す
る
防
災

訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し

ょ
う
。

地
域
の
防
災
活
動
へ
の

地
域
の
防
災
活
動
へ
の参

加
参
加

　

災
害
直
後
か
ら
混
乱
が
収
ま

る
ま
で
の
数
日
間
、
自
給
自
足

が
で
き
る
備
蓄
が
必
要
で
す
。

　

普
段
か
ら
少
し
多
め
に
食

材
、
加
工
品
を
買
っ
て
お
き
、

使
っ
た
ら
使
っ
た
分
だ
け
新
し

く
買
い
足
し
て
い
く
こ
と
で
、

常
に
一
定
量
の
食
料
を
家
に
備

蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
薬
や
眼
鏡
な
ど
の
持
ち
回

り
品
も
合
わ
せ
て
準
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

※
備
蓄
の
目
安
は
３
日
間
（
72

時
間
）
分
×
家
族
数
で
す

が
、
保
管
場
所
な
ど
に
余
裕

が
あ
れ
ば
７
日
間
分
が
理
想

で
す
。

食
料
な
ど
の
備
蓄

食
料
な
ど
の
備
蓄

（
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
）

（
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
）

　

ご
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
区

や
普
段
使
用
し
て
い
る
道
路
な

ど
に
つ
い
て
、
洪
水
浸
水
区
域

や
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
ご
自

宅
か
ら
避
難
所
ま
で
の
安
全
な

ル
ー
ト
と
合
わ
せ
て
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
万
が
一
の
場
合
に
備

え
、
家
族
が
集
ま
る
安
全
な
場

所
な
ど
を
話
し
合
っ
て
お
く
こ

と
も
大
切
で
す
。

防
災
の
手
引
き
配
布
場
所

◯
栄
町
役
場

◯
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え

◯
栄
町
消
防
署

◯
ド
ラ
ム
の
里「
コ
ス
プ
レ
の
館
」

▲栄町防災の手引き
（ハザードマップ）

最
寄
り
の
避
難
所
な
ど
、

最
寄
り
の
避
難
所
な
ど
、

経
路
を
確
認
し
て
お
こ
う

経
路
を
確
認
し
て
お
こ
う

日　

時

　

10
月
29
日
㈰

　

９
時
か
ら
15
時
頃
ま
で

■
避
難
所
運
営
訓
練

会　

場　

安
食
台
小
学
校

■
避
難
所
開
設
お
よ
び
避
難
訓
練

会　

場　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え

■
各
避
難
所
開
設
訓
練

会　

場　

町
内
避
難
所
12
か
所

■
防
災
フ
ェ
ア

会　

場　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え

展
示
ロ
ビ
ー

※
訓
練
内
容
の
詳
細
、
関
係
団
体
へ

の
協
力
依
頼
に
つ
い
て
は
今
後
進

め
て
参
り
ま
す
。

問
合
せ

　

く
ら
し
安
全
課
災
害
対
策
室

　

33-

７
７
１
０

栄
町
総
合
防
災
訓
練
を

栄
町
総
合
防
災
訓
練
を

　
　
　
　
　
　
　
　

実
施

　
　
　
　
　
　
　
　

実
施



5 広報さかえ

　

台
風
の
時
に
は
、
強
風
や
大

雨
に
よ
り
、
道
路
に
隣
接
す
る

住
宅
地
・
山
林
な
ど
の
樹
木
が

倒
れ
、
車
や
歩
行
者
の
通
行
に

支
障
を
与
え
た
り
、
近
隣
に
多

大
な
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

ご
自
宅
や
所
有
地
の
周
り
を

ご
確
認
い
た
だ
き
、
樹
木
や
垣

根
な
ど
の
適
正
な
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
側
溝
に
土
砂
や

落
ち
葉
な
ど
が
堆
積
し
、
雨
水

が
道
路
上
に
溢
れ
、
思
わ
ぬ
事

故
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

も
、
ご
自
宅
の
周
り
の
道
路
側

溝
の
清
掃
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ　

　

都
市
建
設
課
施
設
管
理
班

　


33-

７
７
１
１

樹
木
や
垣
根
な
ど
の

樹
木
や
垣
根
な
ど
の

適
正
な
管
理
を

適
正
な
管
理
を

　

町
で
は
、
災
害
時
の
避
難
所

に
お
い
て
、
避
難
者
同
士
が
お

互
い
の
助
け
合
い
や
協
働
の
精

神
に
基
づ
く
自
主
的
な
避
難
所

運
営
の
た
め
に
、
地
域
住
民
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
か
ら

な
る
避
難
所
運
営
委
員
会
を
設

置
し
ま
す
。

 

災
害
時
に
円
滑
に
避
難
所
を

開
設
お
よ
び
運
営
す
る
た
め

に
、
平
常
時
か
ら
の
避
難
所
運

営
訓
練
や
、
町
と
一
緒
に
必
要

な
検
討
を
行
い
、
地
域
が
主
体

的
に
避
難
所
を
運
営
で
き
る
体

制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

避
難
所
運
営
委
員
会

避
難
所
運
営
委
員
会

栄町地域防災計画を見直しました栄町地域防災計画を見直しました
　水害や地震などの自然災害は突然やってきます。
　こうした災害による被害を最小限に抑え、町内で生活する全ての人の生命・身体・財産
を守るため、平常時からの備えや災害発生時の対応などを定めたものが地域防災計画です。
　今回の見直しは、令和元年度の連続した台風被害や、線状降水帯などの新しい災害発
生要因、感染症対策などの社会情勢を踏まえつつ、「栄町後期基本計画」などの関連す
る各計画との整合性を図り、わかりやすく、実効性の高い防災計画としたものです。

問合せ　くらし安全課災害対策室　 33-7710

【
自
助
・
共
助
・
公
助
】

　

災
害
発
生
時
に
は
、
先
ず
は

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と

（
自
助
）
が
大
切
で
す
。
そ
の

次
に
、
地
域
の
中
で
の
助
け
合

い
（
共
助
）
の
仕
組
み
を
作
っ

て
お
く
こ
と
で
、
被
害
を
少
な

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

実
際
の
地
震
な
ど
の
発
災
直

後
に
避
難
所
が
直
ぐ
に
開
設
さ

れ
る
こ
と
は
な
く
、
準
備
も
含

め
て
数
時
間
は
か
か
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
災
害
に
強
い
地
域
を

作
る
た
め
、
訓
練
の
実
施
や
災

害
備
品
の
整
備
（
公
助
）
と
合

わ
せ
、
地
域
の
自
主
的
な
防
災

へ
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

地
域
防
災
力
の
向
上

地
域
防
災
力
の
向
上

　

大
規
模
災
害
発
生
時
や
避
難

の
長
期
化
に
備
え
、
各
避
難
所

以
外
に
も
食
料
や
物
資
、
人
的

支
援
の
核
を
担
う
災
害
時
の
活

動
拠
点
を
町
内
に
３
か
所
確
保

し
、
平
時
に
お
い
て
も
、
地
域

の
防
災
訓
練
や
防
災
教
育
に
活

用
で
き
る
施
設
と
し
て
整
備
を

進
め
ま
す
。

拠
点
整
備
エ
リ
ア

〇
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
と

　

第
一
近
隣
公
園
周
辺
エ
リ
ア

〇
ド
ラ
ム
の
里
お
よ
び
周
辺
エ

　

リ
ア

〇
布
鎌
小
学
校
お
よ
び
周
辺
エ

　

リ
ア

災
害
支
援
拠
点
の
整
備

災
害
支
援
拠
点
の
整
備

▲地域防災計画
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物価高騰の影響に対する支援を実施物価高騰の影響に対する支援を実施

住
民
税
非
課
税
世
帯
等

住
民
税
非
課
税
世
帯
等

臨
時
特
別
給
付
金

臨
時
特
別
給
付
金

((

価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
）

価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
）

7575
歳
以
上
の
高
齢
者
に

歳
以
上
の
高
齢
者
に

生
活
支
援
給
付
金
事
業

生
活
支
援
給
付
金
事
業

子
ど
も
の
成
長
応
援

子
ど
も
の
成
長
応
援

臨
時
給
付
金
事
業

臨
時
給
付
金
事
業

学
校
給
食
費

学
校
給
食
費

　
負
担
軽
減
事
業

　
負
担
軽
減
事
業

　

町
内
小
中
学
校
に
通
う
児
童

生
徒
の
給
食
費
の
４
月
・
５
月

分
を
町
が
負
担
し
、
子
育
て
世

帯
へ
の
保
護
者
の
負
担
を
軽
減

し
ま
し
た
。

問
合
せ

　

教
育
課
学
務
指
導
班

　


33
‐
７
７
１
６

申
請
は
９
月
か
ら

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対

し
、
健
康
的
で
心
豊
か
な
日
常

生
活
の
継
続
、
さ
ら
に
は
生
活

不
安
の
解
消
の
一
助
と
な
る
よ

う
給
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者　

　

①
②
の
要
件
を
満
た
す
方

①
申
請
日
お
よ
び
基
準
日
（
令

和
５
年
９
月
１
日
）
時
点
に

栄
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

※
基
準
日
後
に
転
入
さ
れ
た
方

は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

②
昭
和
24
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

給
付
金　

　

一
人
当
た
り
１
万
円

そ
の
他　

　

世
帯
主
あ
て
に
、
９
月
に
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
９
月
号
の
広
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

　

健
康
介
護
課
地
域
包
括
支
援
班

　


33
‐
７
７
０
９

支
給
対
象
世
帯

①
令
和
５
年
６
月
１
日
基
準
日

に
お
い
て
、
令
和
５
年
度
分

の
住
民
税
均
等
割
が
非
課

税
の
世
帯

※
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
７

月
３
日
㈪
に
確
認
書
を
送

付
し
ま
す
。

②
令
和
５
年
１
月
以
降
の
収
入

が
減
少
し
、
世
帯
全
員
が
住

民
税
非
課
税
相
当
と
な
る

世
帯

給
付
金

　

一
世
帯
当
た
り
３
万
円

申
請
（
支
給
要
件
確
認
書
）

支
給
対
象
者
の
う
ち

①
の
方　

　

支
給
要
件
確
認
書
に
チ
ェ
ッ

ク
、
氏
名
や
連
絡
先
な
ど
記
入

し
「
支
給
要
件
確
認
書
」
と
必

要
な
添
付
書
類
を
返
送

②
の
方　

　

町
に
申
請
し
た
う
え
で
支
給

要
件
を
確
認
後
支
給

申
請
期
限

　

令
和
６
年
２
月
29
日
㈭

問
合
せ

　

非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給

付
金
窓
口
（
栄
町
役
場
５
階
第

１
会
議
室
）

　
　

95-

１
１
１
１

　
（
内
線
１
０
７
・
３
４
５
・
５
８
１
）

　

千
葉
県
で
は
、
習
い
事
や
体

験
活
動
な
ど
に
係
る
経
費
の
負

担
を
軽
減
し
、
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
豊
か
な
成
長
に
つ

な
が
る
機
会
を
得
ら
れ
る
よ

う
、
小
中
学
生
お
よ
び
高
校
１

年
生
を
対
象
に
１
万
円
を
給
付

す
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
千
葉
県
事
業
の
対

象
外
で
あ
る
未
就
学
児
お
よ
び

高
校
２
・
３
年
生
に
給
付
金
を

交
付
し
ま
す
。

支
給
方
法

　

高
校
１
年
生
へ
の
給
付
は
千

葉
県
が
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
他
の
対
象
者
に
は
、
町

か
ら
７
月
中
に
申
請
書
な
ど
を

送
付
し
ま
す
。

対
象
者
（
町
か
ら
支
給
す
る
方
）

①
未
就
学
児

②
小
学
１
年
生
か
ら
中
学
３
年
生

③
高
校
２
・
３
年
生

基
準
日

　

令
和
５
年
４
月
30
日
に
栄
町

に
住
民
登
録
が
あ
る
方

給
付
金

　
一
人
当
た
り
１
万
円

問
合
せ

　

福
祉
・
子
ど
も
課
児
童
福
祉
班

　


33
‐
７
７
０
７

　町では、電力・ガス・食料品などの物価高騰の影響を受けている
個人や事業者に対し、次のような支援をします。
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町
民
の
生
活
に
必
要
な
公
共

交
通
で
あ
る
、
町
内
に
路
線
を

持
つ
バ
ス
事
業
者
お
よ
び
町
内

に
常
駐
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
事

業
者
が
、
継
続
し
て
経
営
で
き

る
よ
う
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

問
合
せ　

　

企
画
財
政
課
企
画
広
報
室

　


33
‐
７
７
７
３

保
育
園
等
物
価
高
騰

保
育
園
等
物
価
高
騰

負
担
軽
減

負
担
軽
減
事
業
事
業

医
療
・
福
祉
事
業
者
等

医
療
・
福
祉
事
業
者
等

経
営
支
援
事
業

経
営
支
援
事
業

地
域
公
共
交
通
支
援
事
業

地
域
公
共
交
通
支
援
事
業

　

保
育
園
な
ど
に
お
け
る
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
維
持
し
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
環
境

を
確
保
す
る
た
め
、
保
育
園
な

ど
へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

問
合
せ

　

福
祉
・
子
ど
も
課
児
童
福
祉
班

　


33
‐
７
７
０
７

　

地
域
を
支
え
る
医
療
・
福
祉

施
設
事
業
者
な
ど
へ
、
今
後
の
安

定
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
よ
う
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
事
業
者

　

令
和
５
年
４
月
１
日
時
点
に

お
い
て
栄
町
の
区
域
内
に
施
設

ま
た
は
事
業
所
が
所
在
す
る
医

療
機
関
・
福
祉
事
業
者
な
ど

問
合
せ

　

健
康
介
護
課
健
康
推
進
班

　


33
‐
７
７
０
８

対
象
と
な
る
事
業
者
へ
は
、
直
接
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



8令和５年７月 １ 日

6565
歳
以
上
の
方
に
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
等
を

歳
以
上
の
方
に
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
等
を

７
月
中
旬
に
郵
送

７
月
中
旬
に
郵
送

▲

１年以上滞納すると ･･･１年以上滞納すると ･･･

利用したサービス費用をいったん全額
自己負担。その後、申請により保険給
付が支払われます。

１年６か月以上滞納すると ･･･１年６か月以上滞納すると ･･･

サービス費用にかかる保険給付の一
部、または全部が一時的に差し止めら
れます。

２年以上滞納すると ･･･２年以上滞納すると ･･･

利用負担が引き上げられたり、高額介
護サービス費が受けられなくなります。

▲

郵
送
す
る
書
類

納
入
通
知
書
に
よ
り
金
融
機
関
な
ど
で
納
付
さ
れ
る
方
と
口
座

振
替
の
方

　
「
令
和
５
年
度
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
」(

封
書)

　

※
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
残
高
確
認
、
ま
た
は
納
入
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
方

　

｢

令
和
５
年
度
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
兼
特
別
徴
収
開
始

通
知
書
」（
は
が
き
）

※
７
月
２
日
以
降
に
65
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
る
方

　

65
歳
に
な
っ
た
月
（
65
歳
の
誕
生
日
の
前
日
が
属
す
る
月
）

の
翌
月
に
、
町
か
ら
「
介
護
保
険
被
保
険
者
証
」
と
「
介
護
保

険
料
納
入
通
知
書
」
を
郵
送
し
ま
す
。

問
合
せ

　

健
康
介
護
課
介
護
総
務
班

　


33-

７
７
０
９

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
を

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
を

７
月
中
旬
に
郵
送

７
月
中
旬
に
郵
送

便
利
な
口
座
振
替
を
利
用
し
ま

し
ょ
う

　

口
座
振
替
は
、
納
期
限
日
に

自
動
的
に
引
き
落
と
し
さ
れ
ま

す
の
で
、
納
付
書
で
支
払
い
を

す
る
手
間
が
省
け
ま
す
。

　

翌
年
度
以
降
も
継
続
さ
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

保
険
税
の
税
率
な
ど

　

所
得
割(

税
率)

、
均
等
割
額
、

平
等
割
額
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
の
ま
ま
据
え
置
い
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
金
額
が
多
い
世

帯
に
つ
い
て
は
課
税
限
度
額
を

引
き
上
げ
ま
し
た
。
介
護
分
が

課
税
さ
れ
る
世
帯
の
年
間
課
税

額
は
最
大
で
１
０
２
万
円
で
す
。

所
得
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

　

所
得
の
少
な
い
世
帯
に
適
用

さ
れ
る
均
等
割
額
・
平
等
割
額

の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
世
帯
に

未
申
告
の
方
が
い
る
場
合
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

年
度
途
中
に
加
入
・
喪
失
し
た

場
合
の
保
険
税

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し

国
民
健
康
保
険
証
が
届
い
た

ら
ご
確
認
を
！

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
の
有

効
期
限
は
７
月
31
日
㈪
で
す
。

　

８
月
１
日
㈫
か
ら
の
新
し
い

保
険
証
は
、
７
月
中
旬
ま
で
に

世
帯
主
あ
て
に
簡
易
書
留
で
郵

送
し
ま
す
。　

　

な
お
、
短
期
保
険
証
該
当
世

帯
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

移
行
の
方
や
70
歳
に
到
達
す
る

方
、
在
留
期
間
の
あ
る
外
国
籍

の
方
な
ど
を
除
き
、
有
効
期
限

は
令
和
６
年
７
月
31
日
㈬
で
す
。

古
い
保
険
証
は

　

有
効
期
限
が
過
ぎ
た
保
険
証

は
、
ご
自
身
で
裁
断
の
う
え
、

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

住
民
課
国
保
年
金
班

　

33-

７
７
０
６　

た
り
、
資
格
を
喪
失
し
た
場
合

は
、
そ
の
日
か
ら
14
日
以
内
に

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出

に
基
づ
い
て
、「
保
険
税
変
更

通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。
保

険
税
額
は
月
割
計
算
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
い
る
世
帯
に
は
、
世
帯
主
あ
て

に
「
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
」
を
郵
送
し
ま
す
。

　

納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
方
は
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
特
別
徴
収
の
方
は
年
金
か
ら
天
引
き
に
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
に
、
安
心
し
て

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
仕
組
み
で
す
。

　

保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

▲ 65 歳以上の方
　の介護保険料

介護保険料介護保険料 月額月額 年額年額

介護保険料基準額（第５段階） 4,340 円 52,080 円

※この基準額をもとに、所得に応じた負担になるように、
　10 段階の保険料に分かれます。

保険料は納期内に納めましょう保険料は納期内に納めましょう
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国
民
年
金
保
険
料
の
退
職
に
よ
る
「
特
例
免
除
」

国
民
年
金
保
険
料
の
退
職
に
よ
る
「
特
例
免
除
」

定
額
保
険
料

　

令
和
５
年
度
の
月
額
保
険
料

は
１
６
，
５
２
０
円
で
す
。

特
例
免
除

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
方
は
、
申
請
に
よ
っ
て
納

付
を
免
除
さ
れ
る
「
特
例
免
除
」

が
あ
り
ま
す
。

　

特
例
免
除
は
、
退
職
し
た
月

の
前
月
か
ら
翌
々
年
の
６
月
ま

で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
世
帯
主
、
配
偶

者
に
基
準
額
以
上
の
所
得
が
あ

る
と
き
は
免
除
が
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
請
で
き
る
期
間

　

７
月
分
か
ら
翌
年
６
月
分
ま

で
で
す
。
過
去
の
保
険
料
免
除

期
間
に
つ
い
て
は
、
申
請
日
よ

り
、
原
則
２
年
１
か
月
前
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

　

ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格

　

者
証
な
ど

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た

　

は
年
金
手
帳
、
基
礎
年
金
番

　

号
の
わ
か
る
も
の
（
納
付
書

　

な
ど
）

被
扶
養
者
の
方

　

配
偶
者
の
退
職
に
よ
り
国
民

年
金
（
第
１
号
）
被
保
険
者
と

な
っ
た
方
も
、
特
例
免
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

免
除
が
認
め
ら
れ
る
と

　

免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て

は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
が

減
額
と
な
り
ま
す
。
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
「
追
納
」
に
よ
り
、
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
額
を
、
定
額
納

付
と
同
等
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
承
認
後
３
年
目
以
降
は
、

当
時
の
保
険
料
に
加
算
額
が
つ

き
ま
す
の
で
、
早
め
の
「
追
納
」

を
お
す
す
め
し
ま
す
。）

問
合
せ

　

住
民
課
国
保
年
金
班

　


33-

７
７
０
６

　

日
本
年
金
機
構
船
橋
年
金
事
務
所

　


０
４
７-

４
２
４-

８
８
１
１

　

20
歳
か
ら
59
歳
ま
で
の
方
が
退
職
し
た
り
、
配
偶
者
の
扶
養

か
ら
外
れ
た
り
し
た
場
合
に
は
、
国
民
年
金
（
第
１
号
）
加
入

の
届
出
が
必
要
で
す
。（
退
職
翌
日
に
転
職
し
、
厚
生
年
金
に

再
加
入
す
る
場
合
を
除
く
。）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
決
定
通
知
書
を

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
決
定
通
知
書
を

７
月
中
旬
に
郵
送

７
月
中
旬
に
郵
送

　

加
入
者
ご
と
に
計
算
し
た
「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決

定
通
知
書
」
を
郵
送
し
ま
す
。

　

納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
方
は
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。

　

特
別
徴
収
の
対
象
年
金
額
が

18
万
円
以
上
で
、
介
護
保
険
料

と
の
合
計
額
が
、
年
金
額
の
２

分
の
１
を
超
え
な
い
方
。

※
特
別
徴
収
を
停
止
し
、
口
座
振

替
に
よ
る
納
付
を
希
望
す
る

場
合
は
金
融
機
関
と
住
民
課

（
２
番
窓
口
）
へ
の
申
込
み
が

必
要
で
す
。
７
月
31
日
㈪
ま
で

に
申
込
み
い
た
だ
い
た
方
は
、

10
月
か
ら
口
座
振
替
に
な
り

ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高

　

齢
者
医
療
制
度
に
変
わ
っ
た

　

場
合
、
口
座
振
替
は
自
動
的

　

に
は
引
き
継
が
れ
ま
せ
ん
。

　

新
た
に
口
座
振
替
の
申
込
み

　

が
必
要
で
す
。

次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

と
な
り
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
お
よ
び

減
額
認
定
証(
該
当
者
の
み)

の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
㈪
で
す
。

　

８
月
１
日
㈫
か
ら
の
新
し
い

保
険
証
お
よ
び
減
額
認
定
証
は

７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

古
い
保
険
証
は

　

有
効
期
限
が
過
ぎ
た
保
険
証

お
よ
び
減
額
認
定
証
は
、
ご
自

身
で
裁
断
の
う
え
破
棄
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

　

住
民
課
国
保
年
金
班

　


33-

７
７
０
６

　

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療

　

広
域
連
合
資
格
保
険
料
課

　


０
４
３-

３
０
８-

６
７
６
８

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証

お
よ
び
減
額
認
定
証
が
届
い

た
ら
ご
確
認
を
！
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特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

７
月
か
ら
交
付

７
月
か
ら
交
付

　

７
月
１
日
か
ら
、
道
路
交
通

法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
特
定

小
型
原
動
機
付
自
転
車
（
電
動

キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
な
ど
）
の
交
通

方
法
な
ど
に
関
す
る
規
定
が
施

行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
性
能
上
の
最

高
速
度
が
自
転
車
と
同
程
度
で

あ
る
な
ど
の
一
定
の
要
件
を
満

た
す
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
な
ど

は
、
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車

と
し
て
、
走
行
場
所
が
自
転
車
と

同
様
と
な
る
な
ど
の
新
た
な
交

通
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
車
両

◯
長
さ
１
．
９
メ
ー
ト
ル
以
下

   

幅
０
．
６
メ
ー
ト
ル
以
下

◯
原
動
機
の
定
格
出
力
が

　

０
．
60
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下

◯
最
高
速
度
が
毎
時
20
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
下

※
こ
れ
ら
の
基
準
を
満
た
さ
な

い
も
の
は
、
形
状
が
電
動
キ

ッ
ク
ボ
ー
ド
な
ど
で
あ
っ
て

も
、
特
定
小
型
原
動
機
付
自

転
車
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

▲警察庁 HP

新
規
登
録
す
る
場
合

〇
販
売
証
明
書
（
譲
渡
証
明
書

　

な
ど
）

〇
本
人
確
認
書
類

特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
用

に
交
換
す
る
場
合

〇
お
持
ち
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

〇
標
識
交
付
証
明
書

〇
本
人
確
認
書
類

問
合
せ

　

税
務
課
住
民
税
班

　

33-

７
７
０
３

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
交
付
申

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
交
付
申

請
手
続
き
（
必
要
な
も
の
）

請
手
続
き
（
必
要
な
も
の
）

「
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸

「
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸

が
ん
・
胃
が
ん
リ
ス
ク
検

が
ん
・
胃
が
ん
リ
ス
ク
検

診
・
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
」

診
・
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
」

　

が
ん
は
相
当
進
行
し
た
段

階
で
初
め
て
症
状
が
出
る
場

合
が
多
く
、
早
期
の
が
ん
で
は

症
状
が
出
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
が

ん
検
診
は
、
早
期
が
ん
を
発
見

す
る
の
に
有
効
で
す
。

　

早
期
発
見
の
た
め
に
、
定
期

的
に
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

申
込
期
限

　

７
月
31
日
㈪
ま
で

申
込
み
方
法　

〇
健
康
介
護
課

　
（
土
曜
日
は
住
民
課
）

〇
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え

◯
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
◀

※
電
話
で
の
お
申
込
み
は
、
で

　

き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

　

健
康
介
護
課
健
康
推
進
班

　


33-

７
７
０
８

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

令
和
５
年
春
開
始
接
種
は
、

８
月
31
日
㈭
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

予
約
が
取
れ
る
会
場
で
の
接

種
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

希
望
す
る
医
療
機
関
で
予
約

が
取
れ
る
ま
で
、
お
待
ち
し
て

い
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
医

療
機
関
ご
と
に
開
放
で
き
る
予

約
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
必
ず
希
望
医
療
機
関

で
接
種
が
で
き
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
接
種
が
で
き
る
日
程
と

予
定
が
合
う
日
で
早
め
の
接
種

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
予
約
枠
の
開
放
に
つ
い
て

　

混
雑
を
回
避
す
る
た
め
、
日

程
が
決
ま
っ
た
接
種
会
場
か
ら

順
次
開
放
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
最
新
情
報
に
つ
い
て

　

各
医
療
機
関
お
よ
び
集
団
接

種
の
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
栄

町
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
最
新

情
報
な
ど
も
栄
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
◀

予
約
・
問
合
せ

　

栄
町
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

０
４
３-

２
２
３-

７
２
０
６

消
防
公
式

消
防
公
式

栄
町
公
式

栄
町
公
式
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ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
水
稲
病
害
虫
防
除

に
よ
る
水
稲
病
害
虫
防
除

　

水
稲
の
病
害
虫
（
イ
モ
チ

病
・
紋
枯
病
・
ウ
ン
カ
・
カ
メ

ム
シ
類
）
の
防
除
の
た
め
、
ラ

ジ
コ
ン
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

薬
剤
散
布
を
行
い
ま
す
。

日　

時

　

７
月
27
日
㈭
・
28
日
㈮

　

５
時
か
ら
11
時
頃

※
天
候
状
況
で
順
延
に
な
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

注
意
事
項

①
安
全
性
の
高
い
薬
剤
を
使
用

　

し
て
い
ま
す
が
、
散
布
中
は

　

散
布
区
域
内
に
立
ち
入
ら
な

　

い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
万

　

が
一
、
薬
剤
が
か
か
っ
た
と

　

き
は
、
水
で
洗
い
落
と
し
て

　

く
だ
さ
い
。

②
散
布
区
域
に
近
い
住
民
の
方

　

は
、
窓
を
閉
め
洗
濯
物
や
ペ

　

ッ
ト
な
ど
を
室
内
に
入
れ
て

　

く
だ
さ
い
。

③
散
布
直
後
は
、
水
田
で
の
作
業

を
控
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

薬
剤
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
、

散
布
後
７
日
間
は
水
田
の
止

水
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

④
出
穂
期
前
後
の
草
刈
り
は
、
カ

　

メ
ム
シ
類
を
水
田
の
ほ
場
の
中

　

に
追
い
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　

畦
畔
の
雑
草
は
出
穂
２
週
間
前

　

ま
で
に
刈
り
取
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　

栄
町
植
物
防
疫
協
会
事
務
局

　
（
経
済
環
境
課
農
政
班
内
）

　

33-

７
７
１
３

　

農
地
に
雑
草
な
ど
が
繁
茂
し

て
い
る
と
不
法
投
棄
の
増
加
や

病
害
虫
の
発
生
な
ど
に
よ
り
、

近
隣
農
産
物
へ
の
被
害
や
近
隣

住
民
へ
の
悪
影
響
が
発
生
し
ま

す
。
ま
た
、
周
囲
の
土
地
所
有

者
な
ど
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

　

除
草
・
耕
運
な
ど
を
実
施

し
、
適
正
な
維
持
・
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

　

農
業
委
員
会

　


33-

７
７
１
３

農
地
の
適
正
な

農
地
の
適
正
な

維
持
・

維
持
・  

管
理
の
お
願
い

管
理
の
お
願
い

違
反
転
用
と
は

　

農
地
法
の
許
可
を
受
け
ず
に

農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に
す

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

農
地
は
無
断
で
転
用
で
き
ま

せ
ん
。
市
街
化
区
域
内
で
は
届

出
、
そ
の
他
の
区
域
で
は
許
可

が
必
要
で
す
。

　

農
地
の
所
有
者
を
含
め
て
違

反
転
用
者
に
は
厳
し
い
措
置
が

取
ら
れ
ま
す
。

農
地
法
の
罰
則

　

３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
（
法

人
は
１
億
円
以
下
の
罰
金
）

問
合
せ　

　

農
業
委
員
会

　


33-
７
７
１
３

農
地
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

農
地
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

違
反
転
用
を
発
見
し
た
ら

違
反
転
用
を
発
見
し
た
ら

農
業
委
員
会
へ

農
業
委
員
会
へ

栄
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

栄
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

会
委
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
は
、
町
長
が
議
会
の
同
意

を
得
て
任
命
し
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に

関
す
る
不
服
に
つ
い
て
審
査
し

ま
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

杉
田　

秀
樹　

氏

任　

期　

　

７
月
１
日
か
ら

　

令
和
８
年
６
月
30
日
ま
で

問
合
せ　

　

総
務
政
策
課
総
務
班

　


95-

１
１
１
１

日　

時　

　

７
月
15
日
㈯　

13
時
か
ら

会　

場　

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え

　
　
　
　
　
　
　
　

大
会
議
室

※
地
域
計
画
と
は
？

　

こ
れ
ま
で
の
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
を
地
域
計
画
と
し
て
法
定

化
し
、
地
域
の
農
業
者
な
ど
の
話

合
い
に
よ
る
将
来
の
農
地
利
用

の
姿
を
目
標
地
図
と
し
て
明
確

化
し
、
農
地
の
集
約
化
等
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

　

経
済
環
境
課
農
政
班

　


33-

７
７
１
３

地
域
計
画
説
明
会
を
開
催

地
域
計
画
説
明
会
を
開
催

～
ぺ
だ
る
こ
ぐ

　
　

ぼ
く
の
あ
い
ぼ
う

　

へ
る
め
っ
と
～

　

夏
休
み
前
の
こ
の
時
期
は
、
暑

さ
な
ど
に
よ
り
道
路
利
用
者
の
安

全
意
識
や
集
中
力
が
低
下
し
が
ち

に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
交
通
事
故

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

車
や
自
転
車
、
歩
行
者
は
、

お
互
い
に
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ

ー
を
守
り
、
交
通
事
故
を
起
こ

さ
な
い
、
ま
た
、
遭
わ
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　

く
ら
し
安
全
課
生
活
安
全
班

　


33-

７
７
１
０

夏
の
交
通
安
全
運
動

夏
の
交
通
安
全
運
動

７
月
７
月
1010
日
㈪
か
ら

日
㈪
か
ら
1919
日
㈬
ま
で

日
㈬
ま
で

各
施
設
の
概
要

〇
ド
ラ
ム
ふ
れ
あ
い
農
園

利
用
資
格　

町
内
外
利
用
可
能

所
在
地　

龍
角
寺
字
円
城
寺
地
先

使
用
料　

１
区
画
５
２
０
円
／
月

施
設
概
要　

水
道
、
ト
イ
レ
、 

備
品
ロ
ッ
カ
ー
な
ど

〇
栄
町
農
業
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

利
用
資
格　

町
内
在
住
・
在
勤
者

所
在
地　

麻
生
４
６
１
番
地

使
用
料　

１
区
画
９
２
０
円
／
月

施
設
概
要　

管
理
棟
兼
休
憩  

所
、
テ
ー
ブ
ル
・
長
椅
子

を
備
え
た
屋
外
休
憩
施
設
、

水
道
、
ト
イ
レ
な
ど

申
込
み
・
問
合
せ

　

経
済
環
境
課
農
政
班

　


33-

７
７
１
３

市
民
農
園
の
利
用
者
募
集

の
利
用
者
募
集

　

大
好
評
の
た
め
、
ド
ラ
ム
ふ

れ
あ
い
農
園
で
は
、
新
規
に
10

区
画
を
増
設
し
、
追
加
募
集
を

行
い
ま
す
。
好
き
な
野
菜
を
自

分
で
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

栽
培
講
習
会
の
参
加
者
募
集

栽
培
講
習
会
の
参
加
者
募
集

　

ド
ラ
ム
ふ
れ
あ
い
農
園
に
て

講
師
の
指
導
の
も
と
、
栽
培
講

習
会
を
行
い
ま
す
。

日　

程

　

７
月
12
日
㈬
・
８
月
９
日
㈬

　

10
月
25
日
㈬

参
加
費
用　

無
料

申
込
み
・
問
合
せ

　

経
済
環
境
課
農
政
班

　


33-

７
７
１
３

　

現
在
毎
週
土
曜
日
（
８
時
30

分
か
ら
17
時
15
分
）
に
住
民
課

･

税
務
課
の
窓
口
を
開
庁
し
て

い
ま
す
が
、
令
和
５
年
10
月
か

ら
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日
の

開
庁
に
変
更
し
ま
す
。

土
曜
開
庁
で
の
主
な
業
務

住
民
課　

　

住
民
票
、
戸
籍
な
ど
各
証
明

証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
な
ど

税
務
課　

　

税
な
ど
の
収
納
、
税
務
証
明

書
の
交
付
な
ど

問
合
せ　

　

総
務
政
策
課
人
事
班

　


95-

１
１
１
１

土
曜
開
庁
日
の
縮
小

土
曜
開
庁
日
の
縮
小
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　「情報公開制度」は、町が保有している行政文書の公開を請求することができる制度です。

区分 合計
件数

処理区分
取下げ

公開 部分
公開

請求拒否または申出拒否
非公開 不回答 不存在 その他

公開請求 29 件 18 件 ９件 ０件 ０件 １件 ０件 １件
公開申出 ５件  ３件 １件 ０件 ０件 ０件 ０件 １件

審議会などの会議公開制度

審議会
の総数

会議を開催
した審議会

会議の
開催回数

内訳
公開 一部公開 傍聴人数 非公開

36 16 73 回 22 回 ０回 ２人 51 回
※個人情報を取り扱う会議は、非公開としてます。

個人情報保護制度
　「個人情報保護制度」は、町が個人情報を適正に取り扱うためのルールを定めるとともに、町
が保有している自分の情報を見たりできる権利などを保障することにより、プライバシーを中
心とした皆さんの権利や利益を守る制度です。

　「会議公開制度」は、町民の皆さんが、町に置かれる審議会などの会議を傍聴したりする
ことができる制度です。

区分 合計
件数

処理区分
取下げ

開示 部分
開示

請求拒否
不開示 不回答 不存在 その他

開示請求 ４件 ０件 ４件 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件

　栄町情報公開条例などの規定に基づき、令和４年度の各制度における運用状況を公表します。栄町情報公開条例などの規定に基づき、令和４年度の各制度における運用状況を公表します。

問合せ問合せ　総務政策課総務班　　総務政策課総務班　 95-111195-1111情報公開制度などの運用状況情報公開制度などの運用状況

※第三者の個人情報が載っている場合は部分開示となります。

情報公開制度

「栄町採用試験、輝く未来を共に創ろう！あなたの才能を求めています」「栄町採用試験、輝く未来を共に創ろう！あなたの才能を求めています」

受付期間　７月 24 日㈪～８月７日㈪（当日消印有効）
試験日　　９月 17 日㈰
試験会場　佐倉市立佐倉中学校
採用予定　令和６年４月１日
問合せ　　総務政策課人事班　 95-1111
　　　　　詳細については町 HP をご覧下さい▶

職種職種 採用予定人数採用予定人数 　　資格　　資格

一般行政初級
２名程度 平成 14 年４月２日から平成 18 年４月１日までに生まれた方で、学歴は問わない。

障害者 1 名 昭和 63 年４月２日から平成 18 年４月１日までに生まれた方で、且つ身体障害者手帳、
療育手帳または精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方で、学歴は問わない。

建築（初級） １名程度 平成14年４月２日から平成18年４月１日までに生まれた方で、学歴は問わない。

町
長
座
談
会

町
長
座
談
会

対　

象

　

６
人
か
ら
20
人
前
後
の
町
内
の

団
体
な
ど
（
町
内
在
住
者
）

申
込
み　

　

開
催
希
望
日
の
１
か
月
前
ま

で
に
申
込
書
を
提
出

会　

場　

　

申
込
者
が
町
内
の
会
場
を
準
備

実
施
月　

　

８
月

※
開
催
日
時
な
ど
に
つ
い
て

は
、
申
込
書
を
基
に
事
前
に

協
議
を
し
て
決
定

問
合
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
広
報
室

　

33-

７
７
７
３

▲座談会・懇談室 HP

町
長
懇
談
室

町
長
懇
談
室

対　

象　

　

５
人
以
下
の
町
内
の
団
体
な
ど

（
町
内
在
住
者
）

申
込
み

　

７
月
12
日
㈬
ま
で
に
申
込
書

を
提
出
。
３
組
（
先
着
順
）

日　

時

　

７
月
26
日
㈬

　

10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

　
（
１
組
30
分
程
度
）

会　

場　

　

役
場
３
階
第
２
会
議
室

問
合
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
広
報
室

　

33-

７
７
７
３
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布鎌小学校創立 150 周年記念式典が開催されました！布鎌小学校創立 150 周年記念式典が開催されました！

布鎌小学校の沿革（概要）
・ 明治６年５月９日布鎌村浄正寺に東小学校を創立
・ 明治８年布鎌村雙林寺に西小学校創立
・ 明治 22 年西校を布鎌尋常小学校と称し、東校を分校とする。
・明治 35 年暴風雨のため、尋常小学校教室倒壊
・明治 40 年東校を廃止して、布鎌尋常高等小学校分教  
  場とする。
・大正 11 年布鎌農業補習学校を併置。
・ 昭和22年千葉県印旛郡市布鎌村立布鎌小学校と称する。 
・ 昭和 30 年安食町・布鎌村の合併により栄町立布鎌小
  学校と改称する
・昭和 50 年創立 100 周年記念式典挙行
・ 平成２年新校舎竣工。運動場全面改修。
・ 平成 12 年東分校を廃校とし、本校に統合
・ 平成 21 年新体育館完成
・令和３年校舎大規模改修工事
・ 令和５年６月 17 日創立 150 周年記念式典

  栄町立布鎌小学校は令和５年５月 10 日に創立 150 周年を迎えまし
た。それを記念して、５月 10 日は校内で保護者を招き、児童の発表、
記念碑の除幕式、記念樹「河津桜」のお披露目を行いました。
　６月 17 日にふれあいプラザさかえの文化ホールで行われた式典に
は、たくさんの来賓、保護者、地域の方々にご臨席いただきました。
下総栄太鼓の皆さんによる迫力ある演奏で始まり、橋本町長、藤ケ崎
教育長より温かいご祝辞をいただきました。アトラクションとしての
児童の発表では、布鎌の歴史を群読で発表し、その中で「校歌」と「大
地に生きる」を合唱しました。児童たちは、大きなホールで発表する
のは初めてなので、緊張した様子でしたが、練習してきたことを十分
に発揮できた発表でした。声楽家の吉田真澄さん、ピアノ伴奏角田有
紀さんによる演奏は、歌劇「ジャンニ・スキッキ」より「私のお父様」
や「耳をすませば」「ふるさと」など子どもたちから大人まで楽しめ
る曲でした。
　最後に、千葉県立印旛明誠高等学校の吹奏楽部の演奏は「祝典序曲」

「ジャンボリ・ミッキー」「2021 年流行曲メドレー」と誰でもわかる
曲でとても楽しいものでした。

布鎌小学校布鎌小学校

創立 150 周年創立 150 周年

　布鎌小学校の歴史は決して、平坦なものではありませんでした。校舎が洪水で流されてしまった
こともあります。児童数も年々減少しています。しかし、地域の方々に支えられ、今の子供たちは
すくすくと元気に育っております。これからも変わらぬご支援をお願いいたします。
　　

問合せ　栄町立布鎌小学校　 95-0138

記念樹「河津桜」

旧校舎旧校舎

平成２年新校舎完成。運動場全面改修平成２年新校舎完成。運動場全面改修
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知

症
の
方
を
地
域
で
や
さ
し
く
見

守
り
、
出
来
る
範
囲
で
そ
っ
と

手
助
け
を
行
う
人
で
す
。

　

夏
休
み
を
利
用
し
、
こ
の
機

会
に
家
族
で
一
緒
に
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

日　

時

　

８
月
５
日
㈯

　

10
時
か
ら
11
時
30
分

会　

場

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え

　
　
　
　
　

１
階
第
４
会
議
室

対
象
者

　

小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
の

方
と
保
護
者
（
保
護
者
は
18
歳
以

上
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
可
能
）

申
込
み
・
問
合
せ

　

８
月
４
日
㈮
ま
で
に

　

健
康
介
護
課
地
域
包
括
支
援
班

　
　

33-

７
７
０
９

　


80
‐
１
３
５
８

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
の

方
は
参
加
す
る
方
の
氏
名
、

住
所
、
連
絡
先
の
記
入
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

～
夏
休
み
親
子
で
学
ぼ
う
～

～
夏
休
み
親
子
で
学
ぼ
う
～

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
の
開
催

講
座
の
開
催

日程一覧

開催日 時間 内容

１ ８月６日㈰　

９時 30 分から 11 時まで 　理学療法士によるミニ講座
　ヨガインストラクターによるヨガ入門

２ ８月 13 日㈰　

３ ８月 20 日㈰　

４ ８月 27 日㈰　

５ ９月３日㈰　

６ ９月 10 日㈰　

７ ９月 17 日㈰　

８ 10 月１日㈰　
10 時から 12 時まで

　管理栄養士による料理ポイント講座

９ 10 月 22 日㈰　 　整形外科医師による栄養と運動講座

10 10 月 29 日㈰　 ９時 30 分から 11 時まで 　ヨガインストラクターによるヨガ入門

※開催日時は、講師の都合で急遽変更になる場合もあります。
※講座終了後、町のヨガイベントへの参加特典があります。

１ 新しいことに挑戦したい方
（ヨガの経験は問いません）

２ 心も身体も柔軟性を高めたい方
３ 講座終了後にアシスタントとして協力できる方

４

立ち座り動作が自立して行える方
※運動に影響のある持病をお持ちの方や妊娠
　中の方はご参加いただけません。
※注）過度の高血圧、脳の病気、心臓の病気、 
　　　ヘルニア、　緑内障など

５ すべての講座に参加できる方

参加条件　５項目すべてに該当する方

講　師
・ヨガインストラクターの yorico 先生と Maki 先生 
・整形外科医師の佐藤 務先生（稲毛病院）
・理学療法士、管理栄養士（町職員）など

受講料　無料
　　　　※町負担で、傷害保険へ加入。
定　員　15 名（定員を超えた場合は抽選）
　　　　抽選結果は、７月 21 日㈮頃郵送。
会　場　ふれあいプラザさかえなど
申込み　７月 14 日㈮までに受講申込書に必
　要事項をご記入のうえ、持参、郵送または
　電子メールにて
※受講申込書は、健康介護課または、町ホー
　ムページからお取り寄せください。
問合せ　
　健康介護課地域包括支援班
　 33-7709
　　kofuku@town.sakae.chiba.jp

～ヨガをするひとを増やして、健康とまちづくりをすすめるプロジェクト～
ヨガを通して健康な身体づくりとボランティアや通いの場の創出をめざす

▲町ホームページ

ヨガビト講座の開催ヨガビト講座の開催

※参加を悩んでいる方は、お気軽
　にお問い合わせください。

　バランス能力の向上および筋力強化による転倒予防、健康寿命の延伸など、ヨガを
通して健康な身体をつくりましょう。
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第
３
回

第
１
回

第
２
回

　～お家に帰りたい。お家で不安だなぁの悩みを解決します～
　さかえケアセンターは平成９年に開設し、26 年目を迎えようとしています。

「介護老人保健施設さかえケアセンター」

わたしのまちの介護保険サービス② 　町では、介護の困りごとなどを相談できる
場所として、介護保険サービスを提供してい
る介護事業所などを紹介していきます。

　

手
軽
な
遊
び
や
体
の
使
い
方

を
知
っ
て
、
子
ど
も
と
楽
し
く

か
か
わ
り
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

７
月
30
日
㈰

10
時
か
ら
12
時
ま
で

講　

師　

大
羽　

留
美
子
先
生

　
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
専
任
コ
ー
チ
）

会　

場

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え

３
階
音
楽
室
①

パ
パ
の
子
育
て
磨
き
塾　

参
加
者
募
集
！

　

～
楽
し
く
学
ぼ
う
、
正
し
く
知
ろ
う
～

　

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
、
こ
ね

る
、
ふ
く
ら
む
、
焼
く
を
体
験

し
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

８
月
27
日
㈰

　
　
　
　

９
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

12
時
30
分
ま
で

講　

師　

永
沼　

裕
子

　
　
　
　
（
福
祉
・
子
ど
も
課
）

会　

場

　

ふ
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　　介護保険の認定を受けられている方は、長期・短期の入所サ
ービス、通所・訪問リハビリテーションをご利用いただけます。

（長期入所のみ要支援のかたは不可）
　　入所サービスでは規則正しい生活の中でリハビリを実施し、

通所リハビリでは、昼食と入浴、レクリエーションなども提供
しています。訪問リハビリは実際にご自宅に伺い実施しますので、
自宅での生活に合ったリハビリを提供する事ができます。

　　介護、看護、リハビリの専門職がいますので『家での生活で
不安な事が出てきた。』といった時や、ご家族へは、オムツ交
換や食事介助の技術指導、『家族の介護からちょっと離れて一
息つきたい。』などご相談ください。

　　サービスを受けられるご本人だけでなく、ご家族様への負担
を軽減し、より良い在宅生活を続けるためのお手伝いをさせて
いただきます。

　営業時間　９時～ 17 時（㈬㈰㊗を除く）
　住　所　　栄町安食 2421　 95-6510
　問合せ　　健康介護課地域包括支援班・介護総務班　
　　　　　　 33-7709
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今月の新刊

令和５年７月 １ 日

ふれプラ図書室からのご案内
開室時間　９時から 17 時まで
問  合  せ　生涯学習課　　 95-1112

Bookmarks
『お探し本は図書室まで』

▲図書室
QR コード

　夏休み期間中、小学６年生までの児童を対象に下記のイベントやコーナーを企画しています。

『夏休みイベント開催！暑い夏は図書室でクールシェアしよう♪』

くもをさがす
西加奈子／著　河出書房新社

コロナ禍、カナダでの闘病中に抱い
た病、治療への恐怖と絶望、家族や
友人たちへの溢れる思いと、時折訪
れる幸福と歓喜の瞬間――。乳がん
発覚から寛解までの約８か月間を克
明に描いたノンフィクション。

ベンチャー企業「ぐらんま」社長は
会社で家政婦を雇う。その家政婦筧
は無愛想だが完璧に家事をこなし、
心がほっとするご飯を作ってくれ
る。筧の食事を通じて社員たちは次
第に自分の生活を見つめ直すが…。

まずはこれ食べて
原田ひ香／著　双葉社

低視聴率にあえぐワイドショーのス
タッフ圭介は美人精神科医をコメン
テーターとしてスカウトしようとす
る。が、行き違いから伊良部とマユ
ミが出演することに。案の定ふたり
は放送事故寸前のコメントを連発。

コメンテーター
奥田英朗／著　文藝春秋

■ふれプラ図書室スタンプラリー　配布開始７月 21 日㈮から８月 31 日㈭まで
　１日１回、図書室で本を借りるとスタンプを１つ。スタンプを６つ集めると手作りの“がちゃ
がちゃ”が回せます。（なくなり次第終了）
■すみっコぐらしのかくれんぼ　夏休み期間中の毎週土日限定
　図書室のすみっコたちを見つけられたら、プレゼントがあります。
■宿題お助けコーナーや妖怪・もののけコーナーも設置。
※７月４日㈫から６日㈭まで図書システム入れ替え作業のため、休室いたします。
※新サービスは、７月７日㈮よりご利用いただけます。詳細は図書室までお問い合わせください。

第９回さかえ市民ミュージカル公演
さかえまち昔話「布鎌惣社水神伝説」

～白馬に乗った女神さま～
自然のいのちの感動と幸せを

〇あらすじ
　今でも秋になると奉納相撲で賑わう布鎌惣社水神社。ここ
には相撲が大好きな水神様が白馬に乗って、利根川の氾濫か
ら村を守っていたという伝説がある。
　江戸時代のある日、利根川が氾濫し田畑だけでなく、多く
の村人の命が失われた。この鉄砲水で村一番の力持ちの少年

「大吉」も父を失った。そして、水害だけでなく年貢で苦し
むこの村を再び利根川の鉄砲水が襲う・・・。
　このお話の続きは、ミュージカルで、ぜひご覧ください！

日　時　８月６日㈰
　　　　昼の部　開演 13 時
　　　　夜の部　開演 17 時
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　　　　　　　　文化ホール
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安食の酉の市 布鎌惣社水神社の奉納相撲 岩屋古墳 龍角寺

▲ドラムの里 HP

今月の休館日

  ３日㈪・10 日㈪
18 日㈫・24 日㈪
31 日㈪

日　時　７月 29 日㈯・30 日㈰　
　　　　両日　① 10 時～ 12 時　② 13 時～ 15 時
会　場　コスプレの館２F 更衣室
参加費　無料
対象者　どなたでも参加できます（未就園児同伴可）
定　員　各日時先着 10 名
申込み　７月 28 日㈮まで　コスプレの館へ

　人気のキッチンカーの出店はもちろん楽しい美味しい祭り
を予定しています。なお、房総のむらで開催する「むらの縁
日・夕涼み」と同時開催です。

開催日　７月７日㈮から９日㈰まで３日間連続
　皆さんの願いを込めた七夕飾りを作りませんか？
　短冊を書いてくれた小学生までのお子様には、お菓子のプレゼントがあ
ります。その他、餃子やカレー、卵の特売もあり楽しい事が盛りだくさん！
　地元農家さんの新鮮旬野菜も多数取り揃えております。皆様のご来店を
心よりお待ちしております。

　

龍の産直館情報龍の産直館情報 星に願いを！龍の七夕祭り☆彡

夏の風物詩！夏の風物詩！
　　ドラムの里「浴衣まつり」　　ドラムの里「浴衣まつり」

手ぶらで浴衣の魅力を体感！
　　　浴衣まつり「直前着付け体験」

５５８ ６６㊏ ㊐／

９９時～時～ 2020時時

　６月 15 日 ( 県民の日 ) に、そごう千葉店にて、ちば文化資産追加選定セレモニーが開催され
ました。この度の追加選定で、町からは、４件が追加選定されました。
　選定済みの「千葉県立房総のむら」、「印旛沼と周辺の里山景観」と合わせて、町のちば文化資
産は６件になりました。

町のちば文化資産４件に認定証が授与されました！

　セレモニーでは、
◯大鷲神社総代高野内勝幸氏 ( 安食の酉の市 )
◯布鎌惣社水神社責任役員長澤隆壽氏 ( 布鎌惣社水神社
　の奉納相撲と水塚のある景観 )
◯龍角寺住職大照堯常氏 ( 印旛沼龍神伝説を伝える三寺 )
◯文化財サポーター代表幹事今泉弘美氏 ( 龍角寺古墳群・
　岩屋古墳 ) の方々が代表して、熊谷知事から認定証を
受取りました。
　町としても、このちば文化資産を核に町内文化を次世
代に継承していきます。
問合せ　生涯学習課文化財班　 95-1112
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旭日小綬章（産業振興功労）

日本食研グループ 15 社
最高経営責任者（CEO）　
日本食研ホールディングス株式会社
代表取締役会長　大沢一彦氏

令和５年春の叙勲
　町の顧問である大沢一彦氏が旭日小綬章を受章されました。
　大沢氏は、毎日の食事に不可欠な調味料を中心に、日本の食卓を半世紀にわたって
支えてこられました。このたびは誠におめでとうございます。

　このたびは、旭日小綬章の栄に浴し、身に余る
光栄に存じます。これもひとえに、お取引先さま、
関係者の皆さまのご支援やご指導の賜物であり、
心より感謝申し上げます。
　また、今回の受章におきましては、私個人がい
ただく形ではございますが、日本食研グループの
社員全員がいただいたものと強く感じておりま
す。
　これからも、経営理念である「仕事で成功する
ことは人類に最大の幸福をもたらす」を胸に、社
員と共に力を合わせ、食を通して人へ、社会へ貢
献すべく取り組んでまいります。

受章コメント

問合せ　総務政策課政策秘書班
　　　　　　　　 95-1111

　請方外七大字土地改良区の鈴木利通理事長、石橋善郎理
事に印旛郡市土地改良協会より表彰状が贈呈されました。
　多年にわたり土地改良事業の推進に尽力した功績に対し
表彰されたものです。
　おめでとうございます。

問合せ　経済環境課農政班　 33-7713

土地改良功労者に表彰状

千葉県環境功労者知事感謝状を受賞

　竜角寺台の故坂元昇三郎氏が、千葉県環境功労者知事感
謝状を受賞されました。
　坂元氏は、平成 13 年から現在まで、竜角寺台地区内の
県道バイパス沿線および、小学校での花植え活動を行うと
ともに、定期的な維持管理作業を行っています。
　今回、この多年にわたる地域の環境美化に貢献した功績
が認められ、表彰されたものです。
　おめでとうございます。

問合せ　経済環境課環境班　 33-7713

▲坂元昇三郎さん

▲花植の様子

▲石橋理事、長谷川会長、鈴木理事長
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町内小学校　陸上大会で大活躍
  ５月 17 日に成田市の中台運動公園陸上競技場で、２部会小学校陸上競技大会が行われま
した。栄町の他、成田市・富里市小学校の５・６年生が参加し、８つの種目において、日頃
の成果を競いました。
　入賞者の皆さん、おめでとうございます。

　また、５月 30 日には、各部会で優秀な成績をおさめた
選手が集い印旛郡市９市町の小学校による陸上競技大会が
行われました。
　入賞者の皆さん、おめでとうございます。

【主な結果（入賞者のみ）】
走幅跳　６年男子　第３位　南　颯太（竜角寺台小）
走高跳　５年女子　第４位　守谷　椛（布鎌小）

問合せ　教育課学務指導班　 33-7716

　４月 29 日に旭市で開催された大会で栄卓球スポーツ少
年団チームが優勝し、８月 31 日から９月３日に広島県立
総合体育館で開催される第 42 回全日本クラブ選手権大会
に出場することになりました。
　おめでとうございます。
出場選手
　弘海　瑠奈（栄中３年生）
　藤澤　優杏（栄中３年生）
　麻生　七愛（安食台小６年生）
　水野　珠里（安食小６年生）
　山本　歩実（安食小６年生）

問合せ　生涯学習課スポーツ振興班　 95-1112

千葉県クラブ卓球選手権兼第 42 回全日本クラブ選手権大会
千葉県予選会　小中学生の部で優勝

　５月６・７日に埼玉県行田市総合運動公園で開催された
Gyoda チャレンジカップ 2023spring で関東各県から招
待されたミニバスケット 16 チームの中で、絆ＭＢＣがみ
ごと１位リーグで優勝しました。
　おめでとうございます。
　
問合せ　生涯学習課スポーツ振興班　　 95-1112

Gyoda チャレンジカップ 2023spring 絆 MBC １位リーグ優勝

  【主な結果（入賞者のみ）】
100 ｍ走
60 ｍハードル
80 ｍハードル
800 ｍ走
1000 ｍ走
走幅跳　　
走高跳　

５年女子　第７位　葛西　海美（安食小）
５年男子　第４位　木村　晄太郎（安食台小）
６年女子　第６位　久保　心（竜角寺台小）
５年女子　第１位　長澤　杏（布鎌小）
５年男子　第８位　青木　壮真（竜角寺台小）
６年男子　第１位　南　颯太（竜角寺台小）
５年男子　第４位　山﨑　瑛太（安食小）
５年女子　第１位　守谷　椛（布鎌小）
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　５月 21 日に、房総のむらで橋本町長と一緒に田植え体験を行
いました。参加した子どもたちからは、「秋に収穫したお米を食
べるのが楽しみです。」などの声が上がっていました。
　なお、ドラム自然楽校では、青少年相談員、社会教育委員の方々
が中心となり、栄町ならではの自然体験を実施しています。

問合せ　生涯学習課社会教育班　 95-1112

　町内唯一のいちごの摘み取りができる観光いちご園「いちご
村」で安食小学校の児童 53 人が収穫体験を行いました。
　いちごの香りのする温かいハウスの中で生産者の浅倉真理さん
から、いちごの摘み取り方法やいちごの種類などについて学び、
なるべく赤いいちごを選んで収穫していました。
　収穫後、洗ったいちごを食べた児童から「おいしい」「もっと
食べたい」などの感想があり、みんなで楽しく味わいました。

問合せ　経済環境課農政班　 33-7713　

台湾交流学習

　６月３日に「キャンドルナイト 2023in さかえまち」が役場庁
舎脇の緑道で開催されました。４年ぶりに模擬店やギター演奏の
ミニライブも行われ、当日は子どもたちや例年楽しみにしていた
多くの方にご来場いただきました。
　また、空きびんキャンドルのモニュメントや、紙袋にメッセー
ジを記入し LED で灯した一言メッセージの他、色とりどりのキ
ャンドルが緑道に置かれ、幻想的な夜を彩っていました。

問合せ　くらし安全課協働推進室　　　 33-7710　
　　　　キャンドルナイトの会　代表　 090-4241-8769

　竜角寺台小学校では、６月９日に台湾の高雄市鳳山區中正國民
( たかおほうざんくちゅうせいこくみん ) 小學の児童 13 名と交
流事業を行いました。
　当日は、歓迎式の他、互いの文化の紹介やさまざまな活動を行
い、交流を深めました。５年生の鈴木琴都さんは交流会を終え
て「台湾の小学生とした「福笑い」が楽しかった。また、映像で
見た台湾の夜景がとてもきれいで、ぜひ行ってみたいと思った。」
と感想を話していました。

問合せ　教育課総務班　 33-7716

　５月 24 日、成田ヒルズカントリークラブにおいて 79 名が参
加し開催されました。当日は天候にも恵まれ、熱いプレーが繰り
広げられ、安食在住の芝野孝安さんが見事優勝されました。
　なお、次の各企業から協賛をいただきましたこと、厚く御礼申
し上げます。
・日本食研ホールディングス株式会社・株式会社ナリタヤ
・株式会社アドバンスフーズ・成田ヒルズカントリークラブ株式会社

問合せ　生涯学習課スポーツ振興班　 95-1112　

ドラム自然楽校開校 ( 田植え体験 )

キャンドルナイト

「いちご村」で収穫体験

さかえオープンゴルフ開催
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●材料　２人分　
　そうめん（乾）120 ｇ　豚ロース 120 ｇ　ねぎ 10 ｇ　
　みょうが 10 ｇ　トマト２分の 1 個　水 180 ｃｃ
　めんつゆ（４倍濃縮）大さじ２　
●作り方

「豚しゃぶそうめん」
　　　～豚肉で熱中症予防～

健康介護課健康推進班
 33-7708

問合せ　健康介護課健康推進班　 33-7708

熱中症から体を守りましょう

　私たちは汗をかくことで、体外へ余分な熱を放出し、正常な体温を保っています。
　しかし、長時間発汗し脱水症になってしまうと、十分な汗を出すことができずに、体内
に熱がこもってしまうため、熱中症になってしまいます。
　

①ネギとみょうがを千切りにする。トマトはへたを切り取り
　１ｃｍ角に切る。
②豚ロースを食べやすい大きさに切り、さっと茹でる。
③そうめんを茹でて冷水にとり、水気を切る。
④器に③を盛り、その上に①、②を乗せる。めんつゆと水を合わせたものをかける。
１人分エネルギー：374 キロカロリー　食塩：2.3 ｇ　
●豚肉に多く含まれるビタミン B １は、疲労や体力回復に役立ちます。豚肉を
　活用して、暑い夏を乗り切りましょう。

体内の水分や塩分が
不足する

　　 熱中症を防ぐためには脱水症予防を

汗をかく

　　 　　

　　

・エアコンを利用
・部屋の温度は 28℃が目安
・部屋の湿度は 60％以下が
　目安　※暑くなる前にエア
　コンの試運転を
・カーテンやすだれなどで日
　光をさえぎり、室温の上昇
　をおさえる

・暑さや日差しにさらされる
　環境では、こまめに休憩を
　取り、無理をしないようにする。
・締め付けない涼しい服装で
　日傘や帽子を着用する。
・35℃以上の日や熱中症警
　戒アラートが発令された場
　合は、極力外出を控える

・体調が悪く体力が低下し
　た時は、熱中症にかかり
　やすいため、無理せず、
　自宅で休養をとる。
・バランスの良い食事と十
　分な睡眠で、体調を整える。

　熱中症予防には、脱水症を防ぐことが重要。脱水症になる
前にはいくつかの兆候があるので、下記のような症状が見ら
れたら水分補給をはじめ、早めの対策をとりましょう。

・のどが渇く前に水分補給
・1 日あたり 1.2 リットルが目安

こんな症状が出たら要注意！ こまめな水分補給

熱中症を予防する生活のポイント

脱水症になると・・・ 熱中症

十分な汗が出せない 熱が体内にこもる

体がだるい 顔がほてる 軽い頭痛 立ちくらみ 足がつる

屋内では 外出について 日頃からの体調管理を



22令和５年７月 １ 日

健　診　名 月　日 会　場 問合せ 対　象　者 内　容

離乳食教室 ７月 14 日㈮
ふれあいプラザさかえ

音楽室 1
健康介護課
健康推進班

令和５年１月／
２月生まれの子 身体計測／離乳食の進め方など

はみがき教室 ７月 13 日㈭ 令和４年９月
生まれの子

歯の講話／子どもの遊びについ
て／離乳食など／身体計測／各
種相談

１歳６か月児健康診査 ７月 27 日㈭
ふれあいプラザさかえ

３階大会議室
子育て包括

支援センター

令和３年 12 月
生まれの子

内科・歯科診察／身体測定／保
健・栄養・歯科相談

３歳児健康診査 ７月 27 日㈭
令和２年１月／
２月生まれの子

内科・歯科診察／身体測定／保
健・栄養・歯科相談／尿検査

妊活・プレコンセプション
ケア相談

７月 22 日㈯ ふれあいプラザさかえ 子育て包括
支援センター

妊娠をご希望され
る方、そのご家族 妊娠に関する相談

            　　　　　　　　　　　　　　　　　　  問合せ　子育て包括支援センター　 37-7185
　健康介護課健康推進班　　 33-7708

※すべて予約制となっております。健診などは、個別通知をご確認ください。

問合せ
子育て包括支援センター　 37-7185

（ふれあいプラザさかえ内１階）
開設時間　９時から 17 時 15 分まで

今月の休館日
２日㈰・３日㈪・９日㈰
10 日㈪・16 日㈰・17 日㈪
18 日㈫・23 日㈰・24 日㈪
　　30 日㈰・31 日㈪

健康インフォメーション

　水の事故に注意しよう！　水の事故に注意しよう！

　
　　毎年７月 25 日は「世界溺水防止デー」です。
　　厚生労働省の人口動態調査によると、子どもの死亡原因は１歳・３歳・５歳から 14 歳で溺
　水が２位と上位を占めています。また、溺水の多くは家庭内で発生しており、特に浴槽での事
　故が多発しています。そのほかにも、バケツやトイレ、洗濯機などにも注意が必要です。

○○子どもの溺水の特徴
　子どもは頭が大きく、重心の位置が高いため、バランスを崩しやすいことに加え、水が入って
いるものの中から自力で脱出することが困難です。また、助けを求めることができず、静かに溺
れてしまいます。さらに、鼻と口を覆う少量の水で溺れる可能性があります。これらのことによ
り子どもは大人と比較して、溺水のリスクがとても高いです。
　溺水を予防するために環境を整えたり、予防方法を知り、取り組むことが大切です。

○○溺水を予防するためのポイント
・大人が洗髪で目を離すときには、子どもを浴槽から出しましょう。
　どうしても難しい場合には、目を離している間子どもと会話を続けることも予防のひとつです。
・浴槽やバケツ、洗濯機などの水は少量の水であっても溜めたままにしないようにしましょう。
・子どもだけで浴室に入れないようベビーゲートなどを設置しましょう。
・子どもが水と接する場合、大人は目を離さないようにし、必ず近くで見守りましょう。

　　　子どもから目を離さず、水難事故を予防できる環境づくりに努めましょう。
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　お姉ちゃんは、パパと映画を観に行ってワンピ
ースに大ハマり中です。弟の面倒をよくみてくれ
る優しいお姉ちゃんで、とても助かっています。
　蓮はお気に入りの毛布を抱いて移動する姿がか
わいい！ボール遊びが大好きです。
　水遊びが大好きな２人。おうちプールは、準備
片付けが親の宿命ですが、たくさん遊んで夏を満
喫したいと思います。

今月の龍夢っ子

( 平成 27 年 12 月生まれ )増倉　瑠奈ちゃん
るな

Q　お子さんの名付けエピソードを教えてください！
A　瑠奈は瑠璃 = 濃い青の宝石の漢字から、蓮は
　花言葉が清らかな心なので、２人とも綺麗な心
　を持ち素敵な人生を歩んでもらいたいと願いつ
　けました！

お家の人に聞いてみました！！

今月の休館日
３日㈪・10 日㈪・17 日㈪
　　18 日㈫・24 日㈪
27 日㈭午後休館・31 日㈪

開館時間 /９時～ 12時

　13時～ 16時

　LINE　▶ 
　QR コード

　アップＲは、子育て中の方が、情報を
交換したり、子育ての悩みを話すなど、
親子で楽しく過ごせる施設です。
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または、電話でお問い合わせください。
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日　時　７月 27 日㈭
　　　　10 時から 11 時 45 分まで
　　　　13 時から 16 時まで
会　場　役場１階第１会議室
対　象　18 歳から 64 歳まで
※ 60 歳以降に献血の経験がある方
　は 69 歳まで
主　催　栄町ライオンズクラブ
問合せ　福祉・子ども課福祉総務班
　　　　 33-7707

日　時　７月 22 日㈯
　　　　14 時から 15 時 30 分まで
会　場　赤坂ふれあいセンター
　　　　大会議室
テーマ　家族で知ろう、辛い月経の
　症状の対処法
～子供から大人まで知って
　　　　おくべき性教育の第一歩～
講　師　成田赤十字病院
　第二産婦人科部長　塙　真輔氏
定　 員　80 名（ 後 日 You tube を
　　　　使用した配信も行います）
参加費　無料
申込み　６月 26 日㈪から
問合せ　成田赤十字病院社会課
　　　　 0476-22-2311
　　　　（内線 7508）
※病院ホームページでも受付

　

　
●防衛大学校学生（一般）
資　格　18 歳以上 21 歳未満の者、
　高卒者 ( 見込含 ) 又は高専３年次
修了者 ( 見込含 )
受付期限　10 月 18 日㈬まで
試験日　１次：10 月 28 日㈯
●防衛医科大学校医学科学生
資　格　18 歳以上 21 歳未満の者、
　高卒者 ( 見込含 ) 又は高専３年次
修了者 ( 見込含 )
受付期限　10 月 11 日㈬まで
試験日　１次：10 月 21 日㈯
●防衛医科大学校看護学科学生
資　格　18 歳以上 21 歳未満の者、
　高卒者 ( 見込含 ) 又は高専３年次
修了者 ( 見込含 )
受付期限　10 月 4 日㈬まで
試験日　１次：10 月 14 日㈯
※各募集に係る詳細な内容について
　は、お問い合わせください。
問合せ　自衛隊成田地域事務所　　
　　　　 22-6275

　広報さかえ６月号の９ページに掲
載いたしました「自治組織の代表
者・行政連絡員」中の代表者氏名に
誤りがありました。
誤：稲本　健一
正：稲元　健一
　お詫びして訂正いたします。
問合せ　くらし安全課協働推進室
　　　　 33-7710　

問合せ　千葉交通株式会社
　　　　 24-3331
　　　　京成タクシー成田株式会社
　　　　 24-1252

　土地境界問題、土地の登記分筆、
建物新築登記などの相談
日　時　７月 12 日㈬
　　　　９時から 12 時まで
会　場　千葉地方法務局佐倉支局、
　　　　千葉地方法務局成田出張所
　　　　※事前予約不要、相談料無料
問合せ　千葉県土地家屋調査士会印
　　　　旛支部　支部長　内田英樹
　　　　 043-308-5290

　この制度は、「中小企業退職金共
済法」に基づき設けられた制度で
す。中小企業において単独では退職
金制度を持つことが困難である実情
を考慮して、中小企業者の相互扶助
の精神と国の援助で退職金制度を確
立し、中小企業の従業員の福祉の増
進と雇用の安定を図るものです。詳
細は、中小企業退職金共済事業本部
の HP をご覧ください。
問合せ　 03-6907-1234

●サマージャンボ宝くじ
　１等・前後賞合わせて７億円
●サマージャンボミニ
　１等・前後賞合わせて 3,000 万円
発売期間　７月４日㈫から
　　　　　８月４日㈮まで
発売単価　各１枚 300 円
抽選日　　８月 18 日㈮
　この宝くじの収益金は、市町村の
明るく住みよいまちづくりに使われ
ます。

　

　

土地家屋調査士
登記相談

お詫びと訂正

中小企業退職金共済制度に
加入しましょう

サマージャンボ宝くじ

自衛官の募集

成田赤十字病院公開健康講座

献血にご協力を

◀ 中 小 企 業 退 職 金 共
　済事業本部 HP

区間
片道運賃 定期券（通勤１か月）

運営会社

竜角寺台車庫～ JR 成田駅 現金 420 円 440 円

IC 419 円 440 円

安食駅～竜角寺台車 現金 270 円 280 円 京成タクシー

成田株式会社IC 263 円 280 円

新料金

旧料金

路線バス（乗合バス）の運賃改定の実施

令和５年７月１日㈯より、路線バスの運賃が値上げとなりました。

※今回の運賃改定において、全ての区間で現金・ＩＣが同額の 10 円単位となります。
※多くの区間で 10 円から 30 円程度の改定額となりますが、据え置きとなる区間もあります。

旧料金

9,450 円

12,150 円 12,600 円

9,900 円 千葉交通株式会社

旧料金 新料金
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　町内在住者を対象に町民プールを
開放します。
日　時　８月１日㈫から 20 日㈰
　　　　10 時から 12 時
　　　　13 時から 16 時
会　場　栄町竜角寺台プール
　　　　（竜角寺台小学校隣）
入場料　無料
注意事項　
　○乳幼児は必ず保護者が付き添っ
　　てください。
　○貴重品は各自で管理をお願いし
　　ます。
　○監視員の指示に従って利用して
　　ください。
　○天候により開放を中止する場合
　　があります。
問合せ　生涯学習課スポーツ振興班
　　　　 95-1112

　令和６年１月７日㈰に行われる
「栄町成人式」の企画・運営を行う
実行委員を募集します。
対象者　平成 15 年４月２日から平
　成 16 年４月１日生まれの方
募集人数　約 10 名
申込み・問合せ
　生涯学習課社会教育班　
　　 95-1112

　　　　　　

　ボールをあててストレッチをしな
がら、体の調子をととのえる運動です。
日　時　７月 24 日㈪
　　　　10 時から 11 時 40 分まで
受　付　９時 40 分から
会　場　竜角寺台コミュニティー　
　　　　ホール
講　師　フィットネス　インストラ
　　　　クター　小宮　緑氏
定　員　20 名
持ち物　水分補給用飲み物、ヨガ　
　マットまたはバスタオル、体に　
　ぴったりした服装
主　催　栄町健康づくり推進員
申込み・問合せ　
　健康介護課健康推進班　
　　 33-7708

　犯罪や非行の防止と、罪を犯した
人たちの立ち直りについて理解を深
め、私たち一人ひとりがそれぞれの
立場で協力しあい、犯罪や非行のな
い明るい社会を築くための全国的な
運動です。
　町では、７月３日㈪にスーパーや
駅などで啓発活動などを行う予定で
す。
　みなさんのチカラで社会を明るく
しましょう！
問合せ　福祉・子ども課福祉総務班
　　　　 33-7707

　８月に開催しておりましたＳＡＫ
ＡＥリバーサイド・フェスティバル
は、10 月に産業祭りと同時開催を
予定しています。
問合せ　経済環境課商工観光班　　
　　　　　　　　 33-7713

日　時　７月８日㈯
　　　　10 時から 12 時まで
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　２階和室①
講　師　生涯学習栄カルチャ―クラブ
　　　　着付けアドバイザー　
　　　　平川　幸江氏
参加費　無料
持ち物　ゆかた１枚・半巾帯１本・
　伊達締め１本・腰紐３本・薄手の
　バスタオル１本・浴用タオル２本
定　員　女性 10 名
申込み　７月６日㈭まで
問合せ　生涯学習課社会教育班
　　　　　　　　 95-1112

　

日　時　７月 22 日㈯
　　　　11 時から 13 時まで
受　付　10 時 45 分から
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　３階調理実習室
対　象　小学生
定　員　10 名（申込み先着順）
参加費　１人 300 円
持ち物　エプロン、三角巾、筆記用
　具、上履き、マスク、水分補給用
　飲み物
申込み　７月 15 日㈮まで
問合せ　健康介護課健康推進班
　　　　 33-7708

ふれあいプラザさかえ
今月の休館日

　３日㈪・10 日㈪
　　　　17 日㈪・18 日㈫
　　　　24 日㈪・31 日㈪

町民プール一般開放

ゆかたの着付け教室 いきいき広場
ピラティス

子ども料理教室

社会を明るくする運動
強化月間（７月）

令和６年栄町成人式
実行委員を募集！ ＳＡＫＡＥリバーサイド・

フェスティバルの開催



26令和５年７月 １ 日

今月の休館日
　３日㈪・10 日㈪
　18 日㈫・24 日㈪

31 日㈪　　　

▲　七夕（商家の町並み）

●
七
夕
　
７
月
１
日
㈯
、
２
日
㈰
、
４
日
㈫
か
ら
７
日
㈮

　
七
夕
は
牽
牛
・
織
女
が
年
に
一
度
会
え
る
日
と
さ
れ
る
ほ

か
、
盆
に
備
え
て
七
夕
馬
を
供
え
た
り
し
ま
し
た
。
上
総
・

下
総
・
安
房
の
農
家
や
商
家
の
町
並
み
で
笹
飾
り
を
展
示
し

ま
す
。

【
体
験
】

●
麦
茶
作
り
　
７
月
29
日
㈯
、
30
日
㈰

　

当
館
で
栽
培
し
た
大
麦
を
焙
烙
で
炒
り
、
風
味
豊
か
な
昔

な
が
ら
の
麦
茶
を
作
り
ま
す
。
１
人
約
１
５
０
ｇ
の
炒
っ
た

麦
を
持
ち
帰
れ
ま
す
。
５
歳
以
上
対
象
。

●
貝
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
　
７
月
17
日
㈪
㊗

　

ア
ワ
ビ
の
貝
殻
を
削
り
、
磨
い
て
、
真
珠
色
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
作
り
ま
す
。
ひ
も
で
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま

す
。
小
学
５
年
生
以
上
対
象
。
水
を
使
い
ま
す
。
汚
れ
て
も

い
い
服
装
で
タ
オ
ル
持
参
。

No.283

生
涯
学
習
課
文
化
財
班

　
　


95
‐
１
１
１
２

生
涯
学
習
課
文
化
財
班

　
　
　
　
　

95
‐
１
１
１
２

№ 283

　
令
和
５
年
４
月
１
日
に
披
露
さ
れ
た
獅
子
舞
が
（
５
月
号
）
表
紙

を
飾
り
ま
し
た
。
こ
の
獅
子
舞
を
伝
承
し
て
い
る
北
辺
田
の
地
に
、

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
医
学
界
で
活
躍
さ
れ
た
名
医
師
が
い
た

こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
人
の
名
は
、
石
原
吾
道
（
い
し
は
ら 

ご
ど
う
）
氏
と
言
い

ま
す
。(

以
下
、
敬
称
略
。
ま
た
、
吾
道
の
経
歴
は
、
矢
数
道
明
「
北

総
の
名
医
石
原
吾
道
伝
」『
漢
方
の
臨
休
』
第
16
巻
・
第
９
号
所
収

を
典
拠
と
し
て
い
る
。)

現
在
の
千
葉
大
学
医
学
部
の
前
身
で
あ
る

千
葉
医
学
専
門
学
校
開
設
の
き
っ
か
け
を
作
り
ま
し
た
。
天
保
元

（
１
８
３
０
）
年
に
、
医
師
の
家
に
生
ま
れ
、
若
き
日
に
学
問
を
志

し
て
、
十
代
、
二
十
代
を
江
戸
で
過
ご
し
ま
し
た
。
江
戸
で
漢
方

医
学
を
学
ん
で
い
た
吾
道
は
、
老
中
井
伊
直
弼
（
い
い 

な
お
す
け
）

が
白
刃
に
倒
れ
た
桜
田
門
外
の
変
を
、
江
戸
の
患
者
宅
で
伝
え
聴
い

た
よ
う
で
す
。

　

水
戸
藩
士
等
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
天
狗
党
へ
参
加
す
る
べ
く
、

当
時
34
歳
の
吾
道
は
、
筑
波
山
へ
馳
せ
参
じ
ま
し
た
が
、
天
狗
党
の

栄
町
の
偉
人
～
石
原
吾
道
～

中
心
人
物
と
直
接
話
し
た
と
こ
ろ
、
思
想
信
条
を
異
に
す
る
と
感

じ
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
天
狗
党
へ
は
参
加
せ
ず
、
そ
の
後
は
漢
方
医

学
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
幕
府
か
ら
弾

圧
を
受
け
て
い
た
攘
夷
志
士
（
じ
ょ
う
い 

し
し
）
が
北
総
へ
逃
れ

て
く
る
と
、
吾
道
は
北
辺
田
で
、
手
厚
く
庇
護
し
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

そ
の
後
、
吾
道
は
、
土
浦
藩
執
政
大
久
保
要
（
お
お
く
ぼ 

か
な

め
）
に
招
か
れ
、
重
体
だ
っ
た
息
女
を
一
夜
に
し
て
治
療
す
る
こ
と

に
成
功
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
功
を
疎
ん
じ
た
周
囲
の
医
師
た
ち

の
策
略
に
は
ま
り
、
医
師
達
に
招
か
れ
参
加
し
た
宴
会
の
席
後
に
、

吐
血
す
る
ほ
ど
に
容
体
を
崩
す
と
い
う
災
難
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
時
、
吾
道
は
38
歳
で
し
た
。

　

83
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た
吾
道
は
、
病
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、
医

学
に
専
念
し
、
毎
日
、
１
０
０
名
か
ら
１
５
０
名
程
の
患
者
た
ち
に
、

基
本
的
な
病
へ
の
心
得
や
養
生
の
仕
方
に
つ
い
て
説
き
、
そ
の
後
一

時
間
程
の
間
に
、
診
察
と
投
薬
を
行
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

石
原
吾
道
の
旧
宅
は
、
平
成
20(

２
０
０
８)

年
に
国
登
録
有
形

文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
、
ま
た
、
墓
石
と
碑
文(

上
写
真)

は
、

蓮
常
寺
の
一
画
に
造
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲　石原吾道氏の墓石▲　石原吾道氏の石碑

●
風
鈴
の
絵
付
け
　
７
月
４
日
㈫
、
９
日
㈰
、
11
日
㈫
か
ら

13
日
㈭
、
15
日
㈯
か
ら
17
日
㈪
㊗
、
25
日
㈫
、
26
日
㈬

　
風
鈴
に
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
を
使
っ
て
絵
付
け
を
し
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
風
鈴
を
作
り
ま
す
。
小
学
２
年
生
以
下
は
引
率
者

の
補
助
が
必
要
で
す
。
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
は
服
に
付
く
と
落

ち
に
く
い
た
め
、
気
に
な
る
方
は
エ
プ
ロ
ン
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

●
畳
表
作
り
　
７
月
14
日
㈮
　

　
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
に
属
す
る
「
七
島
（
し
ち
と
う
）
イ
草
」

を
材
料
と
し
、
琉
球
畳
を
織
る
体
験
を
し
ま
す
。

※
７
月
１
日
㈯
か
ら
、「
夏
休
み
体
験
演
目
」
の
予
約
受
付

　

を
開
始
し
ま
す
。
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ふれあいプラザさかえ

　４日㈫・20 日㈭  10 時から 11 時 30 分まで

26 日㈬ 13 時 30 分から 15 時まで

さかなおコミュニティセンター

５日㈬・10 日㈪・28 日㈮  13 時 30 分から 15 時まで

房総のむら（入場門前）

12 日㈬ 10 時から 11 時 30 分まで

７日㈮・13 日㈭・21 日㈮ 13 時 30 分から 15 時まで

JAとれたて産直館栄店

13 日㈭・27 日㈭  10 時から 11 時 30 分まで

　

相
談
ご
と
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

成
田
警
察
署　


27
‐
０
１
１
０

　

印
西
警
察
署　


42
‐
０
１
１
０

今
月
の
移
動
交
番
開
設
日

※事件・事故の発生や気象条件などにより変更にな
　る場合がございます。
※詳細は、各警察署の地域課へお問い合わせください。

よせられた善意よせられた善意

　高齢者や障がい者の方々が住み慣
れた地域で生活できるよう、定期的
な訪問により、福祉サービスを利用
するお手伝いや、日常的な金銭管理
をお手伝いする日常生活自立支援事
業を行っています。

①福祉サービスの利用の仕方がわか
　らない。
②役所から届く書類をどうしたらい
　いのかわからない。
③公共料金や医療費の支払い、銀行
　などで生活費を下ろすのを手伝っ
　てほしい。
④通帳やはんこ、大切な書類をよ
　くなくしてしまう。
　などで困っている高齢者や障がい
　者の方を支援します。

【利用料】
　 毎 月 の 会 費 300 円 に 加 え、 利 用
するサービスや時間により、別途料
金がかかります。
　生活保護世帯は無料です。お気軽
にご連絡ください。

申込み・問合せ
　社会福祉協議会　 95-1100

　日常生活で困っている
　ことはありませんか ? 　　

マッチングアプリを悪用する
　　　　　　　詐欺などに注意！

（５月受付分）

栄町消費生活相談員からの
ワンポイントアドバイス

町へ
〇栄町ふるさと応援寄附金
　匿名（355 件）　　3,393,000 円
社会福祉協議会へ
〇一般寄附金
　近藤松弘　　　　　　　333 円
　匿名（４件 )　　　　14,406 円
　JA 西印旛直売所栄店支部
　　後藤朝夫　　　　　　5,850 円
○さざんか基金寄附金
　匿名（１件）　　　　50,000 円

　マッチングアプリとは、主に出会いや仲間さがしなどに
便利で、近年急激に利用されているツールとなりました。
　利用初期は無料のものが多く自身のプロフィールを登録
し、気になる相手をスマートフォン片手に気軽に探せるの
が人気で幅広い年代の方が利用しています。
　この、手軽さを悪用し様々な手口で金品をだまし取られ
るケースがあるので、注意が必要です。

主な手口
①他の出会い系サイトに登録を誘導し高額な使用料を請求
②誰でも稼げると持ちかけ高額商品の販売や暗号資産運用
　などの投資系詐欺
③結婚や交際を臭わせ理由を付けて金品をだまし取る
④外国人を装い、遠距離恋愛を理由に金品をだます「国際
　ロマンス詐欺」
⑤デートを装い飲食店へ呼び出し高額の飲食代の請求や、
　高額商品やサービスを購入させる
⑥デートを装いマルチ商法やセミナー勧誘

安易に個人情報の提供はしない！
　マッチングアプリで交際（結婚）相手を見つけたという
話はよく聞きますからアプリとしては有用なものなのでし
ょう。
　しかし、真剣に交際相手や結婚相手を探している方が、
詐欺被害に遭ってしまうと、金銭的以上に精神的ダメージ
も大きくなると思います。
　 被 害 か ら 身 を 守 る に は、 連 絡 先（ 特 に LINE な ど の
SNS）の交換は慎重にし、「おかしいな・なんか変だな」
と感じた際は、しっかり断る勇気も必要です。
　ネット上の事は常にリスクが伴うことを忘れずに賢く利
用しましょう。

（敬称略）
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JulyJuly
20232023 ７月７月

１ 土

２ 日

３ 月
ふれプラ・ドラムの里休館日
ホップステップさくらんぼ【P.23】

４ 火 すこやかタイム【P.23】

５ 水 プチさくらんぼ【P.23】

６ 木

７ 金 はっぴぃルーム【P.23】

８ 土

９ 日

10 月 ふれプラ・ドラムの里休館日

11 火

12 水

13 木
はみがき教室【P.22】
ミッキールーム【P.23】

14 金 離乳食教室【P.22】

15 土

16 日

17 月
【海の日】
ふれプラ休館日

18 火 ふれプラ・ドラムの里休館日

19 水

20 木 はっぴぃルーム【P.23】

21 金 わくわくタイム【P.23】

22 土
妊活相談【P.22】
おはなしのくに【P.23】
子ども料理教室【P.23】

23 日

24 月 ふれプラ・ドラムの里休館日

25 火

26 水 わくわくタイム【P.23】

27 木
３歳児健康診査【P.22】
１歳６か月児健康診査【P.22】

28 金

29 土

30 日 パパの子育て磨き塾【P.15】

31 月 ふれプラ・ドラムの里休館日

要介護認定更新手続き

　要介護認定の有効期限が
８月末日の方は、７月３日
㈪から申請ができます。
　忘れずに更新申請をして
ください。
健康介護課　 33-7709

今月の納付

固定資産税・都市計画税
　　　　　　・・・・２期
国民健康保険税・・・１期
後期高齢者医療保険料１期
介護保険料・・・・・１期
　　納期限　７月 31 日㈪

　毎週土曜日に各種証明書
を交付しています。

（祝日・年末年始を除く。）
８時 30 分～ 17 時 15 分

　　税務課　 33-7703
　　住民課　 33-7704

土曜開庁

栄町朗読奉仕会のご協力により、
目の不自由な方に音声の「広報さ
かえ」をお届けしています。
社会福祉協議会 95-1100

声の広報
（CD）

●各種相談

●休日の救急・夜間診療　（受付時間は診療終了の 15 分前まで）

人口と世帯

人口 19,925 人 （+21）
男 9,817 人 （+19）
女 10,108 人  （+ ２）

世帯数 9,282 世帯 （+19）

６月１日現在（前月比）

相談名 日　時 会　場 問合せ

人権・行政相談
３日㈪
13 時 30 分から 16 時まで

（最終受付 15 時）

役場３階
第２会議室

くらし安全課
 33-7710

心の相談
（事前予約）

４日㈫・11 日㈫・25 日㈫
10 時 15 分から 12 時 15 分まで
※ 30 分で３枠受付

ふれあいプラザ
さかえ２階
学習情報室 いんば障害者

相談センター
 99-2501デイケアクラブ

「ほっとする～」
（事前予約）

７日㈮・21 日㈮
ふれあいプラザ
さかえ２階
学習情報室

消費生活相談
４日㈫・11 日㈫・25 日㈫
９時 30 分から 12 時まで /13 時
から 15 時 30 分まで（最終受付）

役場４階
第５会議室

経済環境課
 33-7713

教育相談
毎週火・金曜日
10 時から 15 時まで
※７日㈮、18 日㈫は休み

ふれあいプラザ
さかえ２階
ゆうがく館

教育支援センター
 80-1520

司法書士相談
（事前予約）

12 日㈬
18 時から 19 時 30 分まで

ふれあいプラザ
さかえ２階
和室①

社会福祉協議会
 95-1100

ふれあい相談
（心配ごと相談）

５日㈬・19 日㈬　
13 時から 16 時まで

役場２階
社会福祉協議会

法律相談
（事前予約）

27 日㈭
13 時 30 分から 16 時まで

役場２階
社会福祉協議会

認知症カフェ
オレンジサロン

21 日㈮　10 時 30 分から 12 時まで
※どなたでも参加いただけます

ふれあいプラザ
さかえ１階
ロビー

健康介護課
 33-7709

生活困窮出張相談
14 日㈮・28 日㈮
９時 30 分から 16 時まで

役場１階
第１会議室

さかえ・しすいワークラ
イフ・サポートセンター

 043-308-6332

不動産相談
18 日㈫
10 時から 12 時まで
( 最終受付 11 時 30 分）

役場３階
第２会議室

企画財政課
 33-7773

交通事故相談
（事前にお問合せく

ださい）

土曜・日曜・祝日および年末年
始を除く　９時から 12 時まで
13 時から 16 時 30 分まで

千葉県庁
本庁舎２階

千葉県交通事故相談所

 043-223-2264

　印旛市郡小児初期急病診療所 043-485-3355（佐倉市健康管理センター内）

　近隣の主な救急病院
北総栄病院 95-6811・成田赤十字病院 22-2311・成田病院 22-1500
日本医科大学千葉北総病院 99-1111・成田富里徳洲会病院 93-1001
印西総合病院 33-3000・国際医療福祉大学成田病院 35-5600
※診療時間・診療科目は、直接病院にお問い合わせください。

　成田急病診療所 27-1116（成田市保健福祉館敷地内）
診療科目 診　療　日 診療時間

小児科・内科

月曜日～土曜日 19 時～ 23 時

日曜日・祝日
８月 13 日～ 15 日、
12 月 29 日～翌年 1 月 3 日

10 時～ 17 時

外　科
日曜日・祝日
８月 13 日～ 15 日、
12 月 29 日～翌年 1 月 3 日

歯　科
祝日（日曜日は除く）・振替休日
８月 13 日～ 15 日、
12 月 29 日～翌年 1 月 3 日

10 時～ 17 時

診療科目 診　療　日 診療時間

小児科
（15 歳以下）

月曜日～土曜日 19 時～ 23 時

日曜日・祝日
12 月 29 日～翌年 1 月 3 日

  ９時～ 17 時
19 時～ 23 時

子ども急病電話相談 毎日　＃ 8000 19 時～翌朝６時

10 時～ 17 時
19 時～ 23 時
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